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全
　
敏

　
　

は
じ
め
に

一
、
観
心
寺
俗
別
当
の
創
設
と
御
願
堂

　

第
一
節　

創
建
期
観
心
寺
の
位
置
づ
け

　

第
二
節　

俗
別
当
の
創
設

　

第
三
節　

御
願
堂
の
建
立

二
、
橘
嘉
智
子
と
観
心
寺

　

第
一
節　

嘉
智
子
と
真
言
教
団

　

第
二
節　

真
紹
の
昇
進

　

第
三
節　

真
紹
の
任
内
供
奉
十
禅
師
と
観
心
寺
俗
別
当
の
創
設

　

第
四
節　

嘉
智
子
太
皇
太
后
の
御
願

　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

観
心
寺
の
現
金
堂
に
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
（
図
版
1
、
挿
図

1
・
2
）
は
、
平
安
時
代
前
期
の
彫
像
を
代
表
す
る
優
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

本
像
は
、
神
護
寺
の
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
像
、
広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
、
法
華
寺

の
十
一
面
観
音
菩
薩
像
な
ど
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
承
和
期
の
様
式
（
作
風
）
を
示
す
作

品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
承
和
年
間
（
八
三
四
〜
八
四
七
）
に
制
作
さ

れ
た
と
目
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
東
寺
講
堂
の
五
菩
薩
像
が
天
平
年
間
以
来
の
古

典
的
な
作
風
を
濃
厚
に
示
す
の
に
対
し
、
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
年
代
差
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
明
ら
か
に
異
な
る
作
風
を
示
し
て
い
る

（
（
（

。

　

彫
像
の
世
界
に
お
け
る
こ
う
し
た
新
し
い
様
式
（
作
風
）
が
い
か
に
成
立
し
、
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
は
、
ひ
と
り
彫
刻
史
に
限
ら
ず
、
日
本
史
学
の
分
野
か
ら
み
て

も
誠
に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
本
来
、
大
陸
文
化
で
あ
る
は
ず
の
仏
教
文
化
が
、
平
安

時
代
前
期
の
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
展
開
し
て
い
っ
た
か
が
、
あ
る
意

味
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
承
和
様
式
の
諸
像
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
十
分
な
文
献
史
料
が
残
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

各
々
の
制
作
年
の
比
定
、
ひ
い
て
は
先
後
関
係
の
確
定
と
い
っ
た
基
礎
的
な
点
に
お
い

て
、
未
解
決
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
承
和
様
式
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
理
解
が

な
お
諸
説
並
立
し
て
い
る
か
に
み
え
る
の
も
、
多
く
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
（
以
下
、
本
像
と
す
る
）

に
つ
い
て
は
、早
く
西
川
新
次
氏
が
優
れ
た
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。そ
も
そ
も
本
像
は
、

元
慶
七
年
（
八
八
三
）
年
に
作
成
さ
れ
た
「
観
心
寺
勘
録
縁
起
資
財
帳

（
（
（

」（
以
下
、「
資
財
帳
」

と
略
称
す
る
）の「
五
間
檜
皮
葺
講
堂
」項
に
、次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た（
傍
線
筆
者
）。

413.indb   1 14/10/19   6:39



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

三　

号

2

二

一
、
五
間
檜
皮
葺
講
堂
、
一
間
、
在
庇
四
面
、
戸
十
具
、

　
　

安
置

　
　
　

金
色
仏
眼
仏
母
如
来
像
、
一
軀
、

　
　
　

金
色
弥
勒
如
来
像
、
一
軀
、

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

綵
色
如
意
輪
菩
薩
像
、
一
軀
、
高木

造
、

三
尺
余
、

　
　
　
　
（
下
略
）

　

こ
の
「
五
間
檜
皮
葺
講
堂
」
に
安
置
さ
れ
る
「
綵
色
如
意
輪
菩
薩
像
」
が
、
い
ま
問
題

と
し
て
い
る
如
意
輪
観
音
像
に
あ
た
る
。
而
し
て
西
川
氏
は
、
こ
の
記
載
に
併
せ
て
、「
資

財
帳
」
中
の
次
の
記
述
に
も
着
眼
さ
れ
た
。

一
、
古
市
郡
壱
処
、
号
二
古
市
庄
一、

　
　

地
拾
陸
町
、（
中
略
）

　
　

右
、
貞
観
「
十
六
」
年
七
月
九
日
、
淳
和
院　

大
〔
太
〕皇

太
后
、
為
レ
充
二
嵯
峨
院

　
　

大
〔
太
〕皇

太
后
御
願
堂
修
理
料
一、
施
入
。

　　

氏
は
、
右
に
み
ら
れ
る
嵯
峨
院
太
皇
太
后
（
橘
嘉
智
子
）
の
「
御
願
堂
」
が
、
ほ
か
な

ら
ぬ
「
五
間
檜
皮
葺
講
堂
」（
以
下
、「
講
堂
」
と
略
称
す
る
）
に
相
当
す
る
と
解
さ
れ
た
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
講
堂
」（
＝
「
御
願
堂
」）
の
造
立
は
、
遅
く
て
も
嘉
智
子
が
崩
じ
る

嘉
祥
三
年（
八
五
〇
）以
前
と
な
り
、お
そ
ら
く
は
嵯
峨
太
上
天
皇
が
崩
じ
た
承
和
九
年（
八

四
二
）
前
後
の
頃
、
あ
る
い
は
嵯
峨
が
不
予
と
な
っ
た
承
和
六
年
（
八
三
九
）
の
頃
で
あ

ろ
う
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
中
尊
で
あ
る
本
尊
の
制
作
年
も
そ
の
頃
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
（
（

。

挿図1　如意輪観音像　正面　大阪・観心寺挿図2　同　右斜側面
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三

　

西
川
氏
に
よ
る
鋭
利
か
つ
慎
重
な
議
論
は
、
五
〇
年
以
上
た
っ
た
い
ま
も
、
な
お
強
い

魅
力
と
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
史
料
上
の
限
界
か
ら
、
い
く
つ

か
の
仮
定
を
含
ん
で
の
立
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る

（
（
（

。

　

本
稿
は
、
西
川
氏
の
議
論
に
学
び
つ
つ
、
日
頃
、
文
献
史
料
を
扱
う
こ
と
を
む
ね
と
す

る
日
本
史
学
の
立
場
か
ら
、
氏
の
議
論
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
な
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

一
、
観
心
寺
俗
別
当
の
創
設
と
御
願
堂

　
　

第
一
節　

創
建
期
観
心
寺
の
位
置
づ
け

　

観
心
寺
は
当
時
の
律
令
国
家
の
な
か
で
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
あ
た
え
ら
れ
た
寺
院

で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

ま
ず
は
観
心
寺
の
創
建
過
程
の
概
略
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
こ
う

（
（
（

。

　

天
長
二
�
四
年
（
八
二
五
�
七
）
頃

実
恵
と
そ
の
付
法
弟
子
真
紹
が
開
創

（
（
（

。

　

承
和　

三
年
（
八
三
六
）
閏
三
月
十
三
日

真
紹
の
解
に
よ
り
、
寺
地
一
五
町
な
ど
を
賜
る

（
（
（

。

　

承
和　

七
年
（
八
四
〇
）
七
月
二
十
七
日

観
心
寺
三
綱
、
諸
檀
越
知
識
に
鐘
一
口
の
鋳

造
を
請
う

（
（
（

。

　

承
和　

十
年
（
八
四
三
）
十
一
月
十
四
日

河
内
国
守
を
観
心
寺
別
当
に
あ
て
る

（
（
（

。

　

貞
観　

十
年
（
八
六
八
）
正
月
二
十
三
日

真
紹
、
こ
れ
以
前
に
資
財
帳
を
作
成
さ
せ
、
こ

の
日
、
宗
叡
に
観
心
寺
を
付
属

（
（（
（

。

　

貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
七
日

こ
の
頃
ま
で
に
寺
観
整
う
。
真
紹
の
奏
状
に
よ

り
、
定
額
寺
と
な
る

（
（（
（

。

　

同　
　
　

年

六
月
九
日

民
部
省
、
二
ヵ
国
に
わ
た
る
一
〇
ヵ
荘
（
一
一

ヵ
荘
か
）
を
施
入

（
（（
（

。

　

貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
七
月
九
日

正
子
太
皇
太
后
、
母
嘉
智
子
太
皇
太
后
の
御
願

堂
修
理
料
と
し
て
河
内
国
古
市
荘
を
施
入

（
（（
（

。

　

元
慶　

七
年
（
八
八
三
）
八
月
十
三
日

恵
淑
、
但
馬
国
の
水
田
等
を
灯
料
と
し
て
奉
納

（
（（
（

。

　

同　
　
　

年

九
月
十
五
日

資
財
帳
を
作
成
。
観
心
寺
別
当
（「
俗
別
当
」）
で

あ
る
河
内
国
守
の
署
所
あ
り
。

　

同　
　
　

年

九
月
二
十
五
日

宗
叡
、
恵
淑
に
観
心
寺
を
付
属
。
恵
淑
、
座
主

と
な
る

（
（（
（

。

　　

観
心
寺
は
右
の
ご
と
く
、
天
長
年
間
に
成
立
し
、
そ
の
後
、
九
世
紀
を
通
じ
て
経
営
を

安
定
さ
せ
て
い
る
。
で
は
観
心
寺
は
、
当
時
の
国
家
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

あ
っ
た
の
か
。

　

九
世
紀
を
通
じ
、
律
令
国
家
が
経
営
、
な
い
し
管
理
・
保
護
し
た
寺
院
は
、
そ
の
寺
格

・
数
字
は
即
位
順
。

・

は
本
論
に
直
接
関
わ
る
人
物
。

1

23

45
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四

か
ら
、
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る

（
（（
（

。

　

一
つ
目
は
「
大
寺
」
で
あ
る
。
大
寺
は
国
家
が
造
立
・
経
営
す
る
寺
院
の
謂
で
あ
り
、

東
大
寺
や
興
福
寺
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
奈
良
時
代
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
大

和
国
・
河
内
国
・
山
城
国
に
集
中
し
、
財
源
と
し
て
国
家
よ
り
「
封
戸
」
な
ど
が
施
入
さ

れ
た
。『
延
喜
式
』
で
は
「
十
五
大
寺
」
と
表
記
さ
れ
る
（
玄
蕃
式
４
安
居
条
ほ
か
）。

　

二
つ
目
は
「
国
分
二
寺
」
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
の
詔
に
よ
り
、
護
国
祈
願
を
目
的
と
し

て
諸
国
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
財
源
と
し
て
、
国
家
よ
り
「
封
戸
」
と
「
水
田
」

が
施
入
さ
れ
た
。

　

三
つ
目
は「
定
額
寺
」で
あ
る
。
国
家
と
は
一
応
無
関
係
に
建
立
さ
れ
た
私
寺
の
う
ち
、

国
家
が
そ
の
存
立
を
認
証
し
、管
理
・
保
護
し
た
寺
院
で
あ
る
。
国
家
が
寺
名
を
確
定
し
、

台
帳
に
載
せ
て
管
理
し
た
（「
定
額
」
の
呼
称
は
寺
名
を
確
定
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う

説
が
有
力
）。

　

こ
う
し
た
寺
院
は
、
い
ず
れ
も
「
国
家
機
関
」（
大
寺
・
国
分
二
寺
）
と
し
て
、
ま
た
「
准

国
家
機
関
」（
定
額
寺
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
不
輸
租
の
（
租
を
国
家
に
納
め
な
く
て

も
よ
い
）「
寺
田
」
の
領
有
が
認
め
ら
れ
た
（
一
種
の
“
公
田
”）。
さ
ら
に
新
た
に
開
墾
し

た
田
地
も
永
代
所
有
が
認
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
新
た
な
開
墾
田
は
、
輸
租
田
（
租

を
国
家
に
納
め
る
田
地
）
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
場
合
に
よ
っ
て
は
、
太
政
官
符
や
民

部
省
符
が
下
さ
れ
、
不
輸
租
田
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
官
省
符
荘
」
で
あ

る
（
（（
（

。

　

一
方
、
当
時
の
寺
院
に
は
、
右
に
述
べ
た
の
と
は
異
な
り
、
律
令
国
家
か
ら
存
立
が
認

証
さ
れ
つ
つ
も
、
管
理
・
保
護
を
受
け
ず
に
私
寺
の
ま
ま
で
い
る
寺
院
も
存
在
し
た

（
（（
（

。
た

と
え
ば
真
言
寺
院
で
い
え
ば
、
初
期
の
金
剛
峯
寺
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
寺

院
は
私
寺
で
あ
っ
た
が
、
寺
側
が
国
家
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
「
寺
地
」（
敷
地
な
ど
）

が
与
え
ら
れ
た
。「
寺
地
」
は
田
地
で
は
な
い
た
め
、
租
を
納
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
国
家
機
関
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
所
有
す
る
田
地
は
す
べ
て
“
私
田
”
と
み
な
さ

れ
、
輸
租
田
と
さ
れ
た

（
（（
（

。

　

さ
て
観
心
寺
は
、
さ
き
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
に
真
紹
の
申
請

で
「
寺
地
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
寺
が
こ
の
と
き
に
、
私
寺
と
し
て

存
立
す
る
こ
と
を
国
家
か
ら
認
証
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
貞
観

十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
七
日
に
な
っ
て
、
定
額
寺
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
じ

め
て
「
准
国
家
機
関
」
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
定
額
寺
に
な
っ
た
直
後
の
六
月
九
日
に
は
民
部
省
符
が
下
さ
れ
、
二
ヵ
国
一
一

ヵ
荘
が
「
施
入
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
施
入
」
は
、
す
で
に
観
心
寺
が
領
有
し
て
い
た

田
地
（
輸
租
田
）
を
、「
民
部
省
施
入
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
正
式
な
「
寺
田
」（
不

輸
租
田
）
へ
と
変
更
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
（（
（

。
正
式
な
「
寺
田
」
と
な
っ
た
こ
と
で
、

将
来
に
わ
た
り
国
司
に
収
公
さ
れ
る
懸
念
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
経

営
の
安
定
化
を
意
味
す
る
。
だ
が
、
実
際
の
領
有
田
地
が
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
観
心
寺
は
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
定
額
寺
と
な
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
貞

観
十
一
年
ま
で
は
、
観
心
寺
は
国
家
の
管
理
・
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
私
寺
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
奇
妙
な
事
実
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
早
く
承
和
十
年
（
八
四
三
）
に
、
ま

だ
私
寺
で
あ
っ
た
観
心
寺
に
、
河
内
国
守
が
兼
任
す
る
「
別
当
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、「
資
財
帳
」
の
縁
起
部
か
ら
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
太
政
官
符

の
文
を
引
い
て
お
こ
う
。

太
政
官
去
承
和
十
年
十
一
月
十
四
日
下
二
河
内
国
一
符
偁
、
被
二
大
納
言
正
三
位
兼
行

右
近
衛
大
将
民
部
卿
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
良
房
宣
一
偁
、
以
二
当
国
守
一
充
二
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件
寺
別
当
一。
若
守
遙
授
以
レ
介
充
レ
之
。
立
為
二
恒
例
一
者
。

　

こ
こ
で
は
大
納
言
藤
原
良
房
が
、
上
卿
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
勅
に
よ
る
命
令
を
下
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
後
、
河
内
国
の
守
（
長
官
）
を
観
心
寺
の
「
別
当
」
と
し
、
も

し
国
守
が
都
に
残
っ
た
ま
ま
で
下
向
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
介
（
次
官
）
が
「
別
当
」

を
つ
と
め
る
こ
と
に
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
心
寺
の
「
別
当
」
は
、

元
慶
七
年
（
八
八
三
）
作
成
の
「
資
財
帳
」
の
署
所
（
末
尾
の
署
名
箇
所
）
に
も
、
次
の
よ

う
に
み
え
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。

権
職
伝
灯
大
法
師
位

別
当
伝
灯
大
法
師
位
「
峯
芸
」

上
座
伝
灯
住
位
僧
「
延
智
」

寺
主
伝
灯
住
位
僧
「
慶
晟
」

俗
別
当

国
守
従
五
位
上
藤
原
朝
臣

　

以
下
、
俗
人
た
る
河
内
国
守
が
任
じ
ら
れ
る
「
別
当
」
の
こ
と
を
、「
資
財
帳
」
の
記

述
や
他
寺
の
例
に
な
ら
っ
て
、「
俗
別
当
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

い
っ
た
い
な
ぜ
、
観
心
寺
が
単
な
る
私
寺
で
あ
っ
た
承
和
十
年
段
階
に
、
朝
廷
は
こ
う

し
た
「
俗
別
当
」
を
あ
て
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
さ
き
ど
り
す
れ
ば
、
こ
の
事

実
こ
そ
が
本
像
の
制
作
年
を
解
く
重
要
な
鍵
と
な
る
。だ
が
、こ
こ
で
は
さ
き
を
急
が
ず
、

ま
ず
は
「
俗
別
当
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
か
ら
順
に
解
決
し
て
い
こ
う
。

　

　
　

第
二
節　

別
当
の
創
設

　

律
令
国
家
に
お
い
て
、
寺
院
は
通
常
、〈（
天
皇
―
）
太
政
官
―
治
部
省
―
玄
蕃
寮
―
僧

綱
（
―
各
寺
院
）〉
と
い
う
よ
う
に
、
令
に
定
め
ら
れ
た
官
僚
機
構
の
も
と
に
置
か
れ
て

い
た
。「
俗
別
当
」
制
と
は
、
こ
う
し
た
律
令
官
制
に
並
行
し
て
、
天
皇
が
近
臣
を
つ
か

っ
て
直
接
寺
院
を
統
轄
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
、
令
外
の
官
職
制
度
で
あ
る
。
九
世
紀

初
頭
の
延
暦
寺
俗
別
当
が
初
例
で
あ
り
、
以
後
、「
俗
別
当
」
制
は
諸
寺
院
を
対
象
に
急

速
に
拡
張
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
俗
別
当
に
は
、
多
く
中
央
の
上
級
貴
族
・
中
級
貴
族

が
任
じ
ら
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
観
心
寺
の
俗
別
当
は
、
同
寺
が
所
在
す
る
河
内
国
の
国
司
が
任
じ
ら
れ
て

い
た
。
国
司
が
任
じ
ら
れ
る
俗
別
当
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
観
心
寺
の
ほ
か
に
は
、
金
剛

峯
寺
の
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
観
心
寺
の
俗
別
当
に
関
す
る
史
料
は
、
す
で
に
掲
げ
た
「
資
財
帳
」
所
引

の
承
和
十
年
太
政
官
符
と
、「
資
財
帳
」
の
奥
に
記
さ
れ
た
署
所
の
二
点
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
国
司
が
任
じ
ら
れ
る
俗
別
当
の
職
掌
を
知
る
た
め
、
や
や
資
料
に
恵
ま
れ
て
い

る
金
剛
峯
寺
の
例
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

承
和
五
年
（
八
三
八
）
九
月
、
実
恵
は
天
皇
に
対
し
、
東
寺
の
俗
別
当
も
延
暦
寺
の
俗

別
当
の
よ
う
に
、
得
度
・
講
読
・
修
法
な
ど
「
真
言
宗
ノ
事
」
を
検
校
す
る
こ
と
を
認
め

て
欲
し
い
と
願
い
出
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
実
恵
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

然
今
、
雖
レ
云
三
東
寺
・
神
護
金
剛
峯
等
寺
有
二
俗
別
当
一、
而
但
主
二
造
作
之
事
一、
不

レ
検
二—
校
真
言
宗
之
事
一。
至
レ
如
二
延
暦
寺
一、
不
レ
経
二
省
寮
一、
別
当
全
行
二
天
台
宗
之

事
（
（（
（

一。
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す
な
わ
ち
承
和
五
年
当
時
、
真
言
宗
で
は
東
寺
・
神
護
寺
・
金
剛
峯
寺
に
俗
別
当
が
置

か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
職
掌
は
た
だ
「
造
作
ノ
事
ヲ
主

つ
か
さ
どル

」
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
証
言
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
「
造
作
ノ
事
」
を
専
担
す
る
と
い
う
別
当
の
姿
は
、
十
世
紀
以
降
の
別
当
を
知
る
者
に

は
、あ
る
い
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、実
は
真
言
寺
院
に
限
ら
ず
、

九
世
紀
段
階
に
お
け
る
寺
院
別
当
の
第
一
の
職
掌
は
、
僧
別
当
・
俗
別
当
と
を
問
わ
ず
、

伽
藍
の
造
営
・
修
理
の
主
導
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
事
例
か
ら
知

ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）、
朝
廷
が
帰
朝
し
た
ば
か
り
の
空
海
に
乙
訓
寺
を
「
別

当
」
せ
し
め
た
の
は
、「
永
ク
修
造
ノ
事
ヲ
預
」
ら
し
む
た
め
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
第
二
に
、
東

寺
や
西
寺
の
僧
別
当
も
、
成
立
し
た
当
初
の
天
長
初
年
頃
ま
で
は
寺
院
全
体
の
別
当
で
は

な
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
造
東
寺
所
」「
造
西
寺
所
」
の
「
別
当
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た

（
（（
（

。
そ

し
て
第
三
に
、
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
九
月
七
日
太
政
官
符
中
の
次
の
一
文
が
、
な
に

よ
り
九
世
紀
の
寺
院
別
当
の
職
掌
を
端
的
に
示
し
て
い
る

（
（（
（

。

右
大
臣
宣
、
凡
寺
家
流
例
、
自
在
三
三
綱
・
檀
越
相
共
行
二
其
雑
務
一。
此
外
更
置
二
別

当
一
者
、
尤
是
為
レ
令
レ
荘
二—

厳
伽
藍
一。（
下
略
）

　

す
な
わ
ち
寺
院
の
経
営
は
、
通
常
、
三
綱
と
檀
越
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
さ

ら
に
別
当
を
置
く
の
は
、「
尤
モ
是
レ
、
伽
藍
ヲ
荘
厳
セ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
」
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
太
政
官
の
認
識
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
九
世
紀
当
時
の
一
般
的
な
通
念

で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。

　

以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
恵
が
請
奏
を
行
っ
た
承
和
五
年
当
時
、
東
寺
・
神
護
寺
・

金
剛
峯
寺
の
俗
別
当
が
「
造
作
ノ
事
」
の
み
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は
、
九
世
紀
当
時
の
別

当
の
一
般
的
な
あ
り
方
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

（
（（
（

。

　

国
司
が
任
じ
ら
れ
る
金
剛
峯
寺
俗
別
当
は
、
こ
の
よ
う
に
「
造
作
ノ
事
」
を
職
掌
と
し

て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
国
司
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
観
心
寺
俗
別
当
も
ま

た
、
そ
の
職
掌
は
「
造
作
ノ
事
」
で
あ
っ
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。
真
言
寺
院
の
俗
別

当
が
、
承
和
五
年
に
東
寺
俗
別
当
が
例
外
と
さ
れ
る
ま
で
、
み
な
「
造
作
ノ
事
」
の
み
を

任
務
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
参
考
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
剛
峯
寺
俗
別
当
の
創
設
は
、
観
心
寺
よ
り
七
年
早
い
承
和
三
年
（
八
三

六
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
金
剛
峯
寺
雑
文
』
の
裏
書

（
（（
（

に
、

承
和
三
年
五
月
、
勅
、
宜
レ
置
二
於
金
剛
峯
寺
俗
別
当
紀
国
司
一。

と
あ
り
、
こ
の
と
き
勅
に
よ
り
、
紀
伊
国
司
が
任
じ
ら
れ
る
職
と
し
て
金
剛
峯
寺
俗
別
当

が
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
金
剛
峯
寺
が
定
額
寺
化
し
た
の
は
承
和
二
年
（
八
三
五
）
二
月
三
十
日
の
こ
と

で
あ
る
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
八
年
二
月
戊
申
条
）。
す
な
わ
ち
金
剛
峯
寺
で
は
、
定
額
寺

に
指
定
さ
れ
て
か
ら
俗
別
当
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
国
家
の
管
理
・
保
護
を
受
け
る
定

額
寺
に
な
っ
て
か
ら
、
造
営
を
担
当
す
る
俗
別
当
が
朝
廷
か
ら
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
け
だ
し
当
然
の
順
序
と
理
解
さ
れ
る

（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
観
心
寺
の
場
合
、
単
な
る
小
規
模
な
私
寺
の
段
階
で
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
す
こ
ぶ
る
異
様
な
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　

第
三
節　

御
願
堂
の
建
立

　

私
寺
の
造
営
に
国
家
機
関
が
関
与
す
る
例
も
、
ま
っ
た
く
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
天
皇
の
「
私
寺
」
で
あ
る
御
願
寺
を
造
営
す
る
場
合
に
は
、
国
家
機
関
が
関
与
し
て
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い
た
。だ
が
そ
う
し
た
天
皇
の
御
願
寺
で
あ
っ
て
も
、少
な
く
と
も
十
世
紀
前
半
ま
で
は
、

建
立
後
ま
も
な
く
定
額
寺
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
御
願
寺
と
い
え
ど
も
国
家
の
保
護
・
管

理
を
う
け
る
た
め
に
は
、
定
額
寺
と
な
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
れ
に
対
し
観
心

寺
は
、承
和
十
年
に
俗
別
当
が
置
か
れ
た
あ
と
、定
額
寺
に
な
る
ま
で
の
三
〇
年
間
以
上
、

私
寺
の
ま
ま
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
御
願
寺
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
も
そ
も
「
資
財
帳
」
の
縁
起
部
や
資
財
部
、
お
よ
び
真
紹
の
観
心
寺
付
属
状
を
い
く

ら
熟
覧
し
て
も
、
天
皇
の
御
願
で
あ
っ
た
旨
を
示
す
記
述
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
し
御
願
寺
で
あ
れ
ば
、
そ
の
由
緒
の
正
し
さ
や
諸
権
利
の
主
張
の
た
め
に
、
か
な

ら
ず
や
御
願
寺
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
観
心
寺
は
天
皇
の
御
願
寺
で

な
か
っ
た
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

と
す
れ
ば
な
に
ゆ
え
に
朝
廷
は
、
造
営
を
主
導
す
る
俗
別
当
を
観
心
寺
に
あ
て
が
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。国
家
と
し
て
保
護
・
管
理
し
て
い
る
寺
院
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

朝
廷
が
俗
別
当
を
設
置
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
と
き
な
ん
ら
か
の
臨
時
で
特
別
な
造

営
が
、
朝
廷
主
導
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
一
つ
し

か
な
い
。
嘉
智
子
の
「
御
願
堂
」
の
造
営
で
あ
る
。
私
寺
で
あ
る
観
心
寺
に
朝
廷
が
わ
ざ

わ
ざ
俗
別
当
を
設
置
す
る
理
由
は
、
嘉
智
子
の
「
御
願
堂
」
造
営
以
外
考
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
御
願
堂
」
の
造
営
開
始
な
い
し
そ
の
本

格
化
が
、俗
別
当
の
置
か
れ
た
承
和
十
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

（
（（
（

。
そ
し
て「
御

願
堂
」
の
中
尊
の
制
作
も
ま
た
、
こ
の
頃
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

で
は
、承
和
十
年
に
造
営
が
開
始
（
な
い
し
本
格
化
）
し
た
と
み
ら
れ
る
「
御
願
堂
」
は
、

は
た
し
て
西
川
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、如
意
輪
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る「
講
堂
」

に
あ
た
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
言
え
る
こ
と
と
し
て
、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
に
「
修
理
料
」
が
施
入
さ
れ
た

と
い
う
「
資
財
帳
」
の
記
載
か
ら
、
少
な
く
と
も
同
年
ま
で
は
「
御
願
堂
」
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
作
成
の
「
資
財
帳
」
の
資

財
部
に
は
、「
御
願
堂
」
と
い
う
名
の
堂
舎
が
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
元
慶
七
年
当

時
現
存
し
た
堂
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

・
如
法
堂
〔
三
間
檜
皮
葺
〕

　

・
講
堂　

〔
五
間
檜
皮
葺
〕

　

・
護
摩
堂
〔
六
間
板
葺
╱
故
僧
恵
主
法
師
・
勝
賢
建
立
〕

　

・
鐘
堂　

〔
萱
葺
〕

　

・
房　
　

〔
六
間
檜
皮
葺
╱
北
端
経
蔵
〕

　

・
宝
蔵　

〔
檜
皮
葺
〕

　

・
僧
房　

〔
三
宇
、
檜
皮
葺
五
間
・
萱
葺
七
間
・
萱
葺
九
間
〕

　

・
大
衆
院　
（
食
堂
・
神
殿
・
厨
舎
・
炊
屋
・
臼
屋
・
稲
屋
・
馬
屋
・
牛
屋
・
湯
屋
）

　　

右
の
ご
と
く
、「
資
財
帳
」
の
資
財
部
に
は
「
御
願
堂
」
の
文
字
が
見
出
せ
な
い
の
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
御
願
堂
」
と
は
、
観
心
寺
の
別
院
と
し
て
他
所
に
造
営
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
だ
が
、
資
財
と
し
て
数
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

別
院
の
修
理
料
田
が
、
そ
の
堂
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
ひ
と
り
「
資
財
帳
」
に
記
載
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
修
理
料
田
が
記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、「
御
願
堂
」

も
ま
た
、「
資
財
帳
」
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い

（
（（
（

。
と
す
れ
ば
、「
御

願
堂
」
に
あ
た
る
堂
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
の
は
、仏
堂
で
あ
る
以
上
、「
如
法
堂
」
か
「
講

堂
」
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
両
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
具
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
「
資
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財
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
元
慶
七
年
段
階
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
如
法
堂
に
は
、「
胎
蔵
界

曼
荼
羅
」
の
ほ
か
、「
五
大
虚
空
蔵
」「
五
大
尊
」
等
の
絵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
曼
荼

羅
と
五
仏
・
五
大
虚
空
蔵
・
五
大
明
王
等
の
尊
像
は
、
当
時
の
真
言
寺
院
に
と
っ
て
き
わ

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
曼
荼
羅
は
真
言
寺
院
の
根
本
と
な
る
も
の
で
、
寺

院
が
創
建
さ
れ
る
と
ま
ず
は
造
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
外
護
者
の
意
向
に
よ
り
成
立

す
る
御
願
堂
に
安
置
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
講
堂
に
は
如
意
輪
観
音
像
を
は
じ
め
、「
仏
眼
仏
母
如
来
像
」「
弥
勒
如

来
像
」「
薬
師
如
来
像
」
な
ど
、
真
言
宗
に
必
ず
し
も
必
須
と
は
い
え
な
い
尊
格
の
仏
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
実
は
、
い
ず
れ
も
講
堂
が
「
御
願
堂
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
講
堂
こ
そ
が
嘉
智
子
の
「
御
願
堂
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
改
称
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
西
川
氏
の
推
測
は
や
は
り
正
し
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る

の
で
あ
る

（
（（
（

。

　

で
は
、そ
の「
御
願
堂
」創
建
当
初
の
中
尊
は
い
か
な
る
尊
像
で
あ
っ
た
か
。「
資
財
帳
」

に
徴
し
て
、
考
え
得
る
の
は
「
金
色
仏
眼
仏
母
如
来
像
」「
金
色
弥
勒
如
来
像
」、
そ
し
て

本
像
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
こ
ま
で
き
て
し
ま
え
ば
、
こ
こ
か
ら
さ
き
の
考
証
は
、
西

川
氏
の
議
論
を
お
借
り
し
、
そ
れ
を
若
干
組
み
替
え
る
だ
け
で
果
た
さ
れ
る
。

　

ま
ず
右
記
三
像
の
う
ち
、「
金
色
仏
眼
仏
母
如
来
像
」「
金
色
弥
勒
如
来
像
」
が
、
現
存

す
る
伝
弥
勒
菩
薩
像
と
伝
宝
生
如
来
像
に
あ
た
る
こ
と
は
久
野
健
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
而
し
て
西
川
氏
が
看
破
さ
れ
た
よ
う
に
、こ
の
両
像
の
特
徴
、す
な
わ
ち
、

（ⅰ）　

如
意
輪
観
音
像
に
く
ら
べ
る
と
、
肉
付
き
、
髻
の
形
、
衣
文
や
条
帛
の
ま
と
め
方
な

ど
の
す
べ
て
に
お
い
て
形
式
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

（ⅱ）　

む
し
ろ
台
座
に
い
た

る
ま
で
、
時
代
が
や
や
下
る
安
祥
寺
五
智
如
来
像
の
表
現
に
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
の
あ
る

こ
と
、
の
二
点
か
ら
し
て
、
両
像
は
承
和
年
間
よ
り
少
し
下
っ
た
頃
の
作
と
み
て
大
過
な

い
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
承
和
十
年
建
立
の
「
御
願
堂
」
中
尊
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
如
意
輪
観
音

像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
西
川
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

（ⅰ）　「
資
財
帳
」
で
は
、
本
像
に
つ
い

て
の
み
特
に
大
き
さ
と
材
質
を
記
し
て
い
る
こ
と
、

（ⅱ）　「
資
財
帳
」
資
財
部
に
挙
げ
ら
れ

る
法
具
中
、
金
泥
瓶
五
口
・
唐
白
瓷
湯
埦
二
口
を
「
観
音
菩
薩
料
」
と
し
て
特
記
し
て
い

る
こ
と
の
二
点
は

（
（（
（

、
本
寺
に
お
い
て
如
意
輪
観
音
像
が
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
お
り

（
（（
（

、
本
像
が
「
御
願
堂
」
の
中
尊
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
と
矛
盾
し
な

い
（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
か
ら
し
て
、本
像
こ
そ
が
、承
和
十
年
に
建
立
が
開
始（
な
い
し
本
格
化
）し
た「
御

願
堂
」
の
中
尊
と
考
え
て
ま
ず
大
過
あ
る
ま
い
。

　

西
川
氏
の
説
は
、
や
は
り
正
鵠
を
射
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
、
橘
嘉
智
子
と
観
心
寺

　
　

第
一
節　

嘉
智
子
と
真
言
教
団

　

そ
れ
で
は
、
嘉
智
子
は
ど
こ
で
真
紹
と
出
会
い
、
な
ぜ
御
願
堂
を
建
立
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

嵯
峨
天
皇
が
早
く
か
ら
空
海
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
近
年
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ

て
い
る

（
（（
（

。
嵯
峨
は
空
海
の
も
と
に
使
者
を
派
遣
し
、
密
教
の
教
義
を
た
び
た
び
尋
ね
て
い

た
。
ま
た
折
に
ふ
れ
て
修
法
・
供
養
を
行
わ
せ
、
修
禅
道
場
と
し
て
高
野
山
を
給
わ
る
な

ど
、
空
海
の
密
教
布
教
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
譲
位
直
前
の
弘
仁
十
四
年
（
八

二
三
）
に
は
、
嵯
峨
天
皇
自
身
が
東
寺
で
空
海
か
ら
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
可
能
性
の
き
わ

め
て
高
い
こ
と
が
、
近
年
、
西
本
昌
弘
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

嵯
峨
天
皇
は
弘
仁
十
四
年
四
月
に
譲
位
す
る
。
つ
い
で
即
位
し
た
の
が
、
嵯
峨
と
嘉
智

子
の
子
で
あ
る
仁
明
天
皇
で
あ
っ
た
。
承
和
二
年
（
八
三
五
）
に
は
空
海
が
入
滅
す
る
。
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あ
と
を
継
い
だ
実
恵
は
、
翌
年
、
唐
・
青
龍
寺
の
義
明
に
送
っ
た
書
状
の
な
か
で
、
承
和

三
年
当
時
の
真
言
密
教
の
「
外
護
大
檀
主
」
と
し
て
、
仁
明
天
皇
・
嘉
智
子
太
皇
太
后
・

藤
原
三
守
・
和
気
真
綱
の
四
名
を
挙
げ
て
い
る

（
（（
（

。
当
時
、
ま
だ
嵯
峨
は
上
皇
と
し
て
存
命

中
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
仁
明
天
皇
に
つ
い
で
、
嘉
智
子
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
承
和
八
年
（
八
四
一
）
に
は
、
嘉
智
子
は
実
恵
よ
り
灌
頂

を
授
け
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
嘉
智
子
は
、
嵯
峨
の
存
命
中
か
ら
、
空
海
没
後
の
真
言
宗
興
隆
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
外
護
大
檀
主
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
み
ず
か
ら
実
恵
よ
り
灌
頂
を
う
け
る
ほ
ど
の
深
い
関
わ
り
で
あ
っ
た
。

　　
　

第
二
節　

真
紹
の
昇
進

　

一
方
、
真
紹
が
史
料
に
初
め
て
は
っ
き
り
と
姿
を
現
す
の
は
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
、
勅
を
奉
じ
た
太
政
官
符
に
よ
り
、
真
紹
は
「
東
寺

少
別
当
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
、
実
恵
と
交
替
し
て
真
済
が
「
神
護

寺
別
当
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。
真
紹
は
実
恵
の
第
一
の
付
法
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
小

山
田
和
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
連
の
補
任
は
、
実
恵
が
、
兄
弟
弟
子
で
あ

る
真
済
と
あ
わ
せ
、
真
紹
を
も
自
分
の
後
継
者
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
発
す

る
も
の
と
み
て
よ
い

（
（（
（

。

　

そ
の
後
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
一
月
、
真
紹
は
「
内
供
奉
十
禅
師
」
に
補
任
さ
れ

る
。
内
供
奉
十
禅
師
と
は
、
内
裏
に
供
奉
し
、
天
皇
等
の
身
体
の
護
持
に
あ
た
る
こ
と
を

最
重
要
の
任
務
と
す
る
僧
職
で
あ
る
。
修
行
に
優
れ
た
十
人
の
選
り
す
ぐ
り
の
僧
侶
か
ら

な
り
、
欠
員
が
生
じ
れ
ば
補
わ
れ
た

（
（（
（

。
真
紹
は
、
真
済
が
権
律
師
と
な
っ
て
内
供
奉
十
禅

師
を
抜
け
た
あ
と
を
う
け
て
、
同
年
の
十
一
月
九
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
補
任
さ

れ
た
こ
と
が
、
や
は
り
小
山
田
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

と
き
の
仁
明
天
皇
は
、
幼
少
期
よ
り
こ
と
さ
ら
病
弱
で
、
国
史
に
は
「（
天
皇
）
不
与
」

の
記
事
が
き
わ
め
て
多
い

（
（（
（

（
次
頁
表
参
照
）。
多
く
の
場
合
、
そ
の
た
び
に
南
都
七
大
寺
や

平
安
京
の
七
寺
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
誦
経
が
行
わ
れ
て
い
る
。
内
裏
の
内
側
で
玉
体
護

持
を
担
う
内
供
奉
十
禅
師
の
働
き
は
、
こ
の
仁
明
朝
に
は
特
に
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
え

よ
う

（
（（
（

。
真
紹
は
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
承
和
十
年
十
一
月
に
、
仁
明
天
皇
に
供
奉
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
内
供
奉
十
禅
師
就
任
と
あ
わ
せ
て
、
同
じ
く
承
和
十
年
の
十
一
月
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
、
真
紹
の
身
に
は
も
う
一
つ
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
真
言
宗
の
「
師
範
」

の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
伝
法
職
位
」
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
の
際
注
意

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
授
与
に
あ
た
っ
て
の
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
る
。

　

十
一
月
十
六
日
、
一
通
の
太
政
官
符
が
下
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
今
後
、
真
言
教
団
で

「
伝
法
職
位
」
を
授
与
す
る
際
に
は
、
は
じ
め
に
天
皇
に
申
請
し
、
勅
許
を
う
け
て
か
ら

授
与
の
灌
頂
を
行
う
よ
う
に
、
と
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
。
実
は
こ
う
し
た
手
続
き

は
、
事
前
に
実
恵
が
申
請
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
日
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た

（
（（
（

。実
恵
の
意
図
と
し
て
は
、真
言
宗
の「
伝
法
職
位
」を
勅
許
制
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
伝
法
職
位
」
に
よ
り
高
い
正
統
性
を
付
与
し
、
そ
の
権
威
化
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

而
し
て
そ
の
十
一
日
後
の
同
月
二
十
七
日
、
早
く
も
教
団
内
の
諸
手
続
き
が
済
ま
さ

れ
、「
伝
法
職
位
」
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
僧
と
し
て
真
紹
が
推
挙
さ
れ
る

（
（（
（

。
太
政

官
符
が
下
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
十
一
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
実
恵
の
勅
許
制
申
請
は
、
は

じ
め
か
ら
こ
の
真
紹
推
挙
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
推
挙
が
行

わ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
朝
廷
側
も
応
答
し
、
十
二
月
九
日
に
は
勅
を
奉
じ
た
太
政
官
牒
が
下

さ
れ
、
真
紹
に
「
伝
法
職
位
」
を
授
与
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

（
（（
（

。
そ
し
て
そ
の
わ
ず
か

四
日
後
に
は
、
東
寺
灌
頂
院
に
て
、
実
恵
か
ら
真
紹
へ
の
授
職
位
灌
頂
が
盛
大
に
執
り
行
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　　　　年	 月　日	 　　  天皇の身体の様子	 　　　　　　　　　　　実　施　仏　事
天長 10	  833	 　5・25	 不予

　6・7	 不予	 ①僧都らをして聖躬を加持せしむ　②七寺で転経薫修せしむ
　6・8	 聖体間あり 1	 　（天下諸国の破壊のある寺塔と神社を修理せしむ）
　6・10	 平復

承和 4	  837	 　9・4	 不予	 七寺に中使を派遣し誦経せしむ
　9・29	 平復

承和 5	  838	 　9・9	 不予
　9・10	 いまだ康平に復さず	 七大寺に使を派遣し誦経せしむ
　9・19		  　（勅して天下の定額寺の堂舎・仏像・経論と諸社を修理せしむ）

承和 6	  839	 　4・17	 不予	 都下七寺にて誦経せしむ
承和 7	  840	 正・11	 不予

正・20	 聖躬龍蟠 2

		 10・21	 不予	 京下七寺に使を派遣し誦経せしむ
承和 8	  841	 10・4	 不予	 都下七寺と平城七大寺に使を派遣し誦経せしむ

		 10・5	 平復
		 10・27	 不予	 都下七寺に使を派遣し誦経せしむ
		 10・29	 御病発りて悩み苦び大し坐す	 桓武天皇陵前にて読経せしむ

承和 9	  842	 11・朔	 不予
承和 12	  845	 　5・12	 不予	 七寺に使を派遣し誦経せしむ

　5・16	 平復
		 11・14	 不予

嘉祥元	  848	 正・4	 微かに調適せず 3

　2・26	 不予
　4・15		  　（諸寺に内竪七人を派遣し誦経せしむ）
　5・7	 不予	 七寺に使を派遣し同時に誦経せしむ
　6・24	 熱に苦しむ  諸寺にて誦経せしむ
　6・27	 平復

		 10・14	 不予	 京城七寺に使を派遣し誦経せしむ
嘉祥 2	  849	 　3・14	 不予	 諸寺に内竪を派遣し誦経せしむ

　6・某	 不予	 諸寺に内竪七人を派遣し誦経せしむ
嘉祥 3	  850	 正・6	 不予	 　〔正月七日節会、紫宸殿に出御せず。同十六日節会、御簾をおろ

　したまま踏歌を御覧。同十七日節会、豊楽院に出御せず〕
正・20	 不予
　2・朔	 不予
　2・5	 御病ことに劇し 4	 ①諸寺に四衛府・内竪を派遣し誦経せしむ　②梵釈寺にて延命法

を修せしむ　③僧綱・十禅師・有験者をして御簾外にて加持せし
む　④続命幡を十二大寺に懸く

　2・6	 御体疲殆 5	 衆僧、御簾中に入り御床を囲繞して加持したてまつる
　2・7		  真頂・観善、御簾中に入り加持したてまつる
　2・9		  諸寺に内竪を派遣し誦経せしむ
　2・13		  京辺七寺に使を派遣し誦経せしむ
　2・15		  ①名僧六十口を紫宸殿に請し、三日間、大般若経を転読せしむ

②天台座主円仁らを仁寿殿に請し、文殊八字法を修せしむ
　2・22		  三輪宗・法相宗・天台宗・真言宗各々の名僧を座主として、清涼殿

にて三日間、法華経を講ぜしむ。天皇、御簾を隔ててこれを聴く
　2・27		  ①京城・平城の四十九寺に使を派遣し誦経せしむ　

②続命幡四十旒を懸け、三日間、延命法を修せしむ　
③真言宗をして豊楽院にて護摩法を修せしむ

　3・5		  名僧百口を紫宸殿に請し、三日間、大般若経を転読せしむ
　3・8		  ①両京・畿内・近江・丹波の百寺に使を派遣し誦経せしむ　

②帝釈天像百鋪を図画し百寺に安置す
　3・10		  京城七寺に使を派遣し誦経せしむ
　3・11		  ①天皇、不殺生戒を受く　②破壊のある寺百院を修理す　

③十三大寺に使を派遣し誦経せしむ
　3・16	 御体綿々、属纊を極む 6, 7	 諸名僧、持呪誓願し、五体投地す
　3・17		  諸寺に御衣四十余襲等をもつ使を派遣し誦経せしむ
　3・19		  ①清涼殿にて七仏薬師法を修す　②五百人に得度せしむ。特に紫

宸殿南庭にて十人得度せしむ　③天皇、出家、清戒を受く
　3・21	 崩御

  ＊ 1 〜 7 の意は次のとおり .		
  　　1 間 ： 小康 ,　2 龍蟠 ：床に伏せる ,　3 調適： 穏やかで快適である ,　4 劇し ： はげしい ,　5 疲殆 ：衰弱して危ない ,
  　　6 綿々： 弱く微か ,　7 属纊：臨終
  ＊（　　）内は、不予にかかわっての実施と推定されるもの .

表　続日本後紀にみる仁明天皇の不予と仏事
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観
心
寺
如
意
輪
観
音
像　
再
考

11

一
一

わ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
か
ら
は
、
実
恵
が
朝
廷
と
連
携
し
な
が
ら
、
勅
許
を
経
た
「
伝
法

職
位
」
を
真
紹
に
授
与
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
真
紹
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
よ
う

（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
真
紹
は
、
承
和
十
年
十
一
月
と
い
う
月
に
、
伝
法
職
位
を
帯
び
た
内
供
奉
十

禅
師
へ
と
め
ざ
ま
し
い
昇
進
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　　
　

第
三
節　

真
紹
の
任
内
供
奉
十
禅
師
と
観
心
寺
俗
別
当
の
創
設

　

さ
て
、
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、
観
心
寺
に
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
た
年
月
日
で
あ
る
。

第
一
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
観
心
寺
に
俗
別
当
が
あ
て
が
わ
れ
た
の
は
、
承
和
十
年
十
一

月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
は
、
真
紹
が
内
供
奉
十
禅
師
に

任
じ
ら
れ
た
月
に
ぴ
た
り
と
重
な
る
。

　

こ
れ
を
偶
然
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
真
紹
が
内
供
奉
十
禅
師
と
し
て
内
裏
に
供
奉

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
月
に
、
朝
廷
は
観
心
寺
に
俗
別
当
を
設
置
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
観
心
寺
俗
別
当
の
創
設
は
、
真
紹
が
内
供
奉
十
禅
師
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に

し
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

　

第
一
章
で
考
証
・
確
認
し
た
よ
う
に
、
観
心
寺
に
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
た
理
由
は
、
嘉

智
子
の
「
御
願
堂
」
を
建
立
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
と
、
本
章
で
こ
こ
ま
で
検

討
し
て
き
た
こ
と
と
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
史
実
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
真
言
宗
の
「
外
護
大
檀
主
」
で
あ
っ
た
嘉
智
子
は
、
み
ず
か
ら
の
子
で
あ

る
仁
明
天
皇
の
内
供
奉
十
禅
師
と
な
っ
た
真
紹
の
寺
院
に
、「
御
願
堂
」
を
建
立
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
と
き
嘉
智
子
は
真
言
宗
の
「
外
護
大
檀
主
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
恵
の

後
継
者
で
あ
る
真
紹
の
存
在
を
早
く
よ
り
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
嘉
智
子
の
意
向
を
う
け
て
、
朝
廷
（
仁
明
天
皇

（
（（
（

）
は
、
河
内
国
の
国
司
を

俗
別
当
と
し
て
観
心
寺
に
あ
て
が
っ
た
、
と
。

　

実
は
類
例
が
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
嘉
智
子
御
願
の
檀
林
寺
建
立
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の

檀
林
寺
の
造
営
の
た
め
に
、
朝
廷
（
仁
明
天
皇
）
は
、
長
官
・
次
官
・
判
官
・
主
典
と
い

っ
た
四
等
官
制
を
も
つ「
造
檀
林
寺
使
」を
設
置
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。「
俗
別
当
」

と
「
使
」
と
い
う
よ
う
に
組
織
形
態
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
天
皇
の
生
母
の
御
願
の
た

め
、
朝
廷
が
造
営
機
関
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
お
そ
ら
く
京
近
郊
で
の

檀
林
寺
造
営
で
は
、
中
央
官
人
の
四
等
官
か
ら
な
る
「
使
」
が
組
織
さ
れ
、
京
か
ら
遠
い

河
内
国
・
紀
伊
国
で
の
観
心
寺
・
金
剛
峯
寺
造
営
で
は
、
国
司
を
「
俗
別
当
」
に
任
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

真
紹
が
内
供
奉
十
禅
師
と
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
嘉
智
子
に
よ
る
「
御
願
堂
」
建
立
の

直
接
の
契
機
だ
っ
た
と
考
え
て
や
は
り
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

第
四
節　

嘉
智
子
太
皇
太
后
の
御
願

　

そ
れ
で
は
嘉
智
子
が
観
心
寺
に
「
御
願
堂
」
を
建
立
す
る
に
至
っ
た
「
御
願
」
と
は
、

そ
も
そ
も
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

従
来
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
嵯
峨
上
皇
の
不
予
と
の
関
係
で
あ
る
。
し
か

し
、
嵯
峨
上
皇
は
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
崩
御
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
「
御
願
堂
」

の
建
立
開
始
（
な
い
し
そ
の
本
格
化
）
は
承
和
十
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
う
し
た
不
予
説

は
成
り
立
た
な
い
。

　

で
は
、
嵯
峨
上
皇
の
追
善
供
養
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
追
善
説
も
以
下
に

述
べ
る
よ
う
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
嵯
峨
上

皇
の
追
善
を
め
ぐ
る
特
殊
な
事
情
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
一
般
に
天
皇
の
追
善
供
養
は
初
七
日
か
ら
七
七
日
ま
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二

で
七
回
行
わ
れ
、
さ
ら
に
国
忌
（
令
制
官
司
を
発
動
し
て
行
わ
れ
る
国
家
主
催
の
忌
日
の
斎

会
。
定
ま
っ
た
寺
院
で
開
催
）
も
行
わ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
そ
う
し
た
な
か
、
淳
和
上
皇
と
嵯
峨

上
皇
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
崩
御
に
際
し
て
、
異
例
と
い
う
べ
き
徹
底
し
た
薄
葬
と
追
善

の
倹
約
を
遺
詔
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
文
化
の
独
特
な
受
容
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

淳
和
上
皇
の
場
合
、
薄
葬
と
追
善
倹
約
を
指
示
し
た
上
で
、
毎
年
の
国
忌
と
年
末
の
荷

前
物
奉
献
も
行
わ
ぬ
よ
う
言
い
遺
し
て
い
る
。
淳
和
は
散
骨
ま
で
求
め
て
公
卿
の
反
発
を

招
く
が
、
結
局
は
兄
の
嵯
峨
上
皇
が
こ
れ
を
認
め
て
実
行
さ
せ
て
い
る
。
国
史
を
ひ
も
と

い
て
も
、
確
か
に
初
七
日
・
二
七
日
の
追
善
供
養
記
事
し
か
見
出
せ
ず
、
し
か
も
そ
の
う

ち
の
二
七
日
は
寺
院
で
の
設
斎
で
は
な
く
、
京
内
で
の
賑
給
（
困
窮
者
等
に
米
な
ど
を
支

給
）
と
い
う
か
た
ち
に
代
え
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。
遺
命
は
か
な
り
の
程
度
遵
守
さ
れ
た
も
の
と

み
て
よ
い
。

　

嵯
峨
上
皇
も
ま
た
、
そ
の
遺
詔
に
お
い
て
薄
葬
と
追
善
倹
約
を
厳
し
く
命
じ
て
い
る
。

追
善
供
養
は
三
七
日
と
七
七
日
、
そ
し
て
周
忌
だ
け
を
「
便た

よ

リ
ノ
寺
」（
都
合
の
よ
い
任
意

の
寺
）
に
て
簡
便
に
す
ま
せ
る
こ
と
と
し
、
国
忌
は
行
わ
ず
、
子
の
仁
明
天
皇
一
代
の
間

だ
け
、
周
忌
に
使
者
を
一
寺
に
派
遣
し
て
誦
経
を
行
わ
せ
よ
、
と
遺
命
し
て
い
る
。
も
し

こ
の
遺
詔
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
屍
を
は
ず
か
し
め
、
死
ん
で
な
お
重
ね
て
傷
つ
け
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
自
分
は
「
怨
鬼
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
ま
で
嵯
峨
は
言
い
遺
し
て
い

る
。
国
史
を
ひ
も
と
い
て
み
て
も
、
確
か
に
七
七
日
と
周
忌
の
記
事
し
か
見
出
せ
ず
、
そ

の
う
ち
七
七
日
は
嘉
智
子
の
檀
林
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
（
三
七
日
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
周

忌
も
二
年
分
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
清
涼
殿
と
高
雄
山
寺
（
神
護
寺
）
で
執
り
行
わ
れ

て
お
り
、
や
は
り
遺
命
は
遵
守
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い

（
（（
（

。

　

そ
し
て
の
こ
さ
れ
た
嘉
智
子
も
ま
た
、
自
身
の
崩
御
に
際
し
て
は
薄
葬
を
命
じ
て
お

り
、
事
実
、
彼
女
の
山
陵
は
営
造
さ
れ
な
か
っ
た

（
（（
（

。
彼
女
も
、
夫
で
あ
る
嵯
峨
上
皇
の
理

念
に
准
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
嘉
智
子
が
嵯
峨
の
遺
命
に
反
し
、
そ
の
追
善
供
養
の
た
め

に
あ
え
て
仏
堂
を
建
立
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
観
心
寺
の
「
御
願
堂
」
は
、
嵯
峨
の
追

善
供
養
の
た
め
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
嵯
峨
と
全
く
関
係
の
な
い
真
紹

の
観
心
寺
に
、
嵯
峨
の
た
め
の
御
願
堂
を
建
立
す
る
と
も
考
え
に
く
い

（
（（
（

。

　

そ
れ
で
は
嘉
智
子
の
「
御
願
」
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
注
目

し
た
い
の
は
、
嘉
智
子
太
皇
太
后
と
仁
明
天
皇
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
の
親
族
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
は
、
の
ち
に
つ
な
が
る

「
家
」
の
成
立
期
に
あ
た
り
、
天
皇
の
生
母
は
天
皇
と
密
着
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
仁
明
天
皇
の
場
合
、
最
後
ま
で
皇
后
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
母
で
あ

る
嘉
智
子
太
皇
太
后
の
権
威
が
天
皇
の「
家
」の
な
か
で
拡
充
し
て
い
っ
た
。朝
覲
行
幸（
正

月
に
天
皇
が
上
皇
・
皇
太
后
等
に
赴
い
て
拝
礼
す
る
儀
礼
）を
み
て
も
、嵯
峨
上
皇
の
崩
御
後
、

仁
明
天
皇
は
、
正
子
皇
太
后
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
実
の
母
で
あ
る
嘉
智

子
太
皇
太
后
に
対
し
て
の
み
行
っ
て
い
る
。
こ
の
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
、
仁
明
は
嘉
智
子

の
前
で
親
子
の
礼
を
と
っ
て
北
面
し
、
跪
い
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
承
和
の
変
に
際

し
て
は
、
仁
明
の
政
治
的
決
断
に
嘉
智
子
が
大
き
く
関
与
し
て
お
り
、
や
は
り
仁
明
と
嘉

智
子
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
仁
明
天
皇
四
十
賀
に
際
し
て
は
、
嘉
智
子
太
皇
太
后
は
仁
明
に
盛
大
な
献
物
を

行
う
と
同
時
に
、
京
内
で
賑
給
を
行
い
、
さ
ら
に
、

　

又
以
二
新
銭
四
十
貫
文
一、
誦
二—

経
七
大
寺
及
梵
釈
・
祟
福
・
延
暦
等
寺
一。
為
三
復
祈
二

冥
翊
一
也

（
（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
七
大
寺
と
そ
れ
に
准
ず
る
梵
釈
寺
・
祟
福
寺
、
そ
し
て
仁
明
勅
願
の
定
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心
院
が
あ
る
延
暦
寺
に
お
い
て
、
誦
経
を
行
わ
せ
て
い
る
。「
冥
翊
」
を
祈
っ
て
の
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。
仁
明
へ
の
冥
助
を
祈
っ
た
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
病
弱
だ
っ
た
仁
明
天
皇
が
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
二
十
一
日
に
四
一
歳

で
崩
ず
る
と
、
二
ヶ
月
と
た
た
な
い
五
月
四
日
に
、
嘉
智
子
も
あ
と
を
追
う
よ
う
に
崩
御

す
る

（
（（
（

。
六
五
歳
で
あ
っ
た
。
嘉
智
子
の
崩
伝
に
よ
れ
ば
、
仁
明
が
不
予
甚
篤
に
い
た
っ
た

際
、
嘉
智
子
は
痩
せ
細
っ
て
「
髪
ヲ
剃
リ
尼
ト
ナ
リ
テ
冥
助
ヲ
求
」
め
た
と
い
う

（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
嘉
智
子
太
皇
太
后
は
、
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
し
た
あ
と
、
実
の
母
と
し
て
仁

明
天
皇
に
密
着
し
支
え
続
け
る
と
と
も
に
、
と
き
に
そ
の
冥
助
を
祈
っ
て
大
寺
等
で
誦
経

を
行
っ
た
り
し
て
い
た

（
（（
（

。

　

い
ま
こ
の
事
実
に
、
仁
明
天
皇
が
幼
少
期
よ
り
こ
と
さ
ら
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ

考
え
る
な
ら
ば
、
嘉
智
子
の
「
御
願
堂
」
と
は
、
仁
明
天
皇
の
身
体
安
穏
を
願
っ
て
の
も

の
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
も
っ
と
も
穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
玉

体
護
持
を
祈
る
内
供
奉
十
禅
師
た
る
真
紹
の
寺
院
に
「
御
願
堂
」
を
設
け
た
こ
と
も
理
解

し
や
す
い
。

　

類
例
が
あ
る
。
天
皇
の
実
母
が
、
存
命
中
の
天
皇
を
「
護
」
る
た
め
仏
堂
を
建
立
し
た

例
と
し
て
、
勧
修
寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
太
政
官
符
に
は
、
次
の

よ
う
な
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

件
寺
、　

贈
皇
后
存
生
之
日
、
為
レ
令
レ
誓
二—

護　

天
皇
陛
下
一、
所
二
建
立
一
也
。

　

す
な
わ
ち
贈
皇
后
（
藤
原
胤
子
）
が
、子
の
醍
醐
天
皇
を「
誓
護
」す
る
た
め
、勧
修
寺
（
の

前
身
）
を
建
立
し
た
と
い
う
。
母
后
が
子
の
天
皇
の
安
穏
を
祈
っ
て
仏
堂
を
建
立
す
る
こ

と
は
、
当
時
十
分
に
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
東
寺
講
堂
の
諸
尊
の
造
立
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ

仁
明
天
皇
の
「
不
与
」
を
機
縁
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
し
た
い

（
（（
（

。

　

以
上
よ
り
、あ
く
ま
で
推
測
に
わ
た
る
も
の
の
、嘉
智
子
太
皇
太
后
の
「
御
願
堂
」
は
、

子
の
仁
明
天
皇
の
身
体
安
穏
を
願
っ
て
の
建
立
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
も
っ
と
も
穏
当
で

あ
る
と
考
え
る

（
（（
（

。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
二
章
に
わ
た
っ
て
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
制
作
年
と
制
作
背
景
に
つ
い
て

考
察
し
て
き
た
。
本
稿
は
西
川
新
次
氏
の
議
論
に
学
び
な
が
ら
、
本
像
に
つ
い
て
、
な
お

一
歩
考
を
前
に
進
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
浅
学
の
身
ゆ
え
、
思
わ
ぬ
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ど
こ

ま
で
意
図
を
果
た
せ
て
い
る
か
も
心
も
と
な
い
。
博
雅
の
厳
し
い
ご
批
判
ご
叱
正
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）　

西
川
新
次
「
観
心
寺
の
仏
像
」
上
・
下
（『
仏
教
芸
術
』
一
一
九
、
一
二
一
、
一
九
七
八
年
）、

水
野
敬
三
郎
「
平
安
時
代
前
期
の
彫
刻
」（『
日
本
美
術
全
集
』
五
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
2
）　

観
心
寺
文
書
。
ほ
ぼ
全
面
に
観
心
寺
印
「
観

」
八
一
二
顆
（
朱
印
）、
末
尾
二
行
に
禅
林
寺

印
二
顆
（
朱
印
）
を
捺
す
。
以
下
「
観
心
寺
勘
録
縁
起
資
財
帳
」
は
、『
河
内
長
野
市
史
』
四
、

史
料
編
一
（
河
内
長
野
市
役
所
、
一
九
七
二
年
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
ほ
か
『
平
安
遺
文
』（
東
京

堂
出
版
、
新
訂
初
版
は
一
九
七
四
年
。
一
七
四
号
）、『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
、

重
要
作
品
篇
三
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
七
七
年
。
以
下
、『
基
礎
資
料
集
成
』
と
略
称
す
る
）

な
ど
に
も
収
め
る
。本
史
料
に
つ
い
て
は
、川
尻
秋
生「『
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
』の
作
成
目
的
」（『
日

本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。
な
お

西
川
新
次
・
水
野
敬
三
郎
「（
史
料
）
備
考
」（『
基
礎
資
料
集
成
』）
に
よ
っ
て
、
印
文
に
み
え
る

「

」
は
仏
眼
仏
母
如
来
の
種
子
に
あ
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

西
川
氏
a「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』二
二
、一
九
五
六
年
）、同
氏
b「（
観

心
寺
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
）
備
考
」（『
基
礎
資
料
集
成
』）、
同
氏
註
1
論
文
。

（
4
）　

西
川
氏
以
降
の
論
考
と
し
て
、水
野
敬
三
郎
「
室
生
寺
金
堂
本
尊
像
と
平
安
初
期
木
彫
の
展
開
」

（『
日
本
彫
刻
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
八
一
年
）、
同
氏
註
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1
論
文
、
田
中
惠
「
観
心
寺
草
創
期
の
造
仏
と
真
紹
」（『
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
四
一

―
二
、
一
九
八
二
年
）、
伊
東
史
朗
「
真
言
密
教
彫
像
論
」（『
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
』
八
、
小

学
館
、
一
九
九
二
年
）、
紺
野
敏
文
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
風
景
」（『
日
本
彫
刻
史
の
視
座
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）、
丸
山
士
郎
「
東
寺
講
堂
諸
像
と

承
和
前
期
の
作
風
」（『
M
U
S
E
U
M
』
五
三
二
、
一
九
九
五
年
）、
根
立
研
介
「
中
世
仏
師
研

究
序
説
」（『
日
本
中
世
の
仏
師
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
原
形
初
出
は
二
〇
〇
四
年
）、

井
上
一
稔
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
と
檀
林
皇
后
の
夢
」（
笠
井
昌
昭
編
『
文
化
史
学
の
挑
戦
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。
以
下
、
適
宜
、
本
論
中
で
触
れ
て
い
く
。

（
5
）　

創
建
期
の
観
心
寺
の
概
歴
は
、
す
で
に
『
基
礎
資
料
集
成
』
の
「
伝
来
」「
観
心
寺
年
表
」
の

項
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
み
る
と
、
一
部
記
述
に
改
修
の
余

地
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
煩
を
い
と
わ
ず
論
拠
を
挙
げ
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

（
6
）　

承
和
三
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
所
引
真
紹
解
、
貞
観
十
一
年
五
月
二
十
七
日
太
政
官
符
所
引

真
紹
奏
状
（
い
ず
れ
も
「
資
財
帳
」
縁
起
部
に
所
引
）、
貞
観
十
年
正
月
二
十
三
日
権
少
僧
都
真

紹
付
属
状
（『
河
内
長
野
市
史
』
四
、
史
料
篇
一
）、
貞
観
十
年
禅
林
寺
式
（
禅
林
寺
古
文
書
、『
平

安
遺
文
』
一
五
六
号
）、
お
よ
び
「
資
財
帳
」
縁
起
部
の
地
の
文
に
よ
る
。
実
恵
と
真
紹
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
上
記
史
料
間
で
や
や
齟
齬
が
あ
る
か
に
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
、
実
恵
に
よ
っ
て

草
創
が
図
ら
れ
る
一
方
、
実
際
に
居
住
し
経
営
し
た
の
は
真
紹
で
あ
っ
た
と
す
る
西
川
氏
註
3

ａ
論
文
の
理
解
に
従
う
。
憶
測
が
許
さ
れ
れ
ば
、
実
恵
の
指
導
の
も
と
真
紹
の
修
行
道
場
と
し
て

出
発
し
、
ま
も
な
く
実
恵
が
大
き
く
関
与
し
て
本
格
的
に
創
立
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
伊
東

氏
註
4
論
文
、
紺
野
氏
註
4
論
文
参
照
。
な
お
、
福
山
敏
男
「
観
心
寺
の
創
立
」（『
福
山
敏
男
著

作
集
』
三
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）
は
実
恵
の
関
与
を
否

定
す
る
が
、
少
し
く
疑
点
を
残
す
。

（
7
）　
「
資
財
帳
」
の
冒
頭
部
、
お
よ
び
承
和
三
年
四
月
三
日
民
部
省
符
（「
資
財
帳
」
縁
起
部
所
引
）。

後
者
の
文
中
（
年
月
日
の
部
分
）
に
誤
写
の
あ
る
こ
と
は
、福
山
氏
前
註
論
文
参
照
。
こ
の
点
、『
基

礎
資
料
集
成
』
の
「
年
表
」
は
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
8
）　

承
和
七
年
七
月
二
十
七
日
観
心
寺
三
綱
請
状
（
左
大
寺
古
文
書
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
、
請

求
番
号
四
三
八
―
三
―
四
四
）。
翻
刻
は「
官
符
等
編
年
雑
集
」（『
増
補
訂
正
弘
法
大
師
全
集
』五
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
〇
年
）
な
ど
。

（
9
）　

承
和
十
年
十
一
月
十
四
日
太
政
官
符
（「
資
財
帳
」
縁
起
部
所
引
）。

（
10
）　

貞
観
十
年
正
月
二
十
三
日
権
少
僧
都
真
紹
付
属
状
（
註
6
参
看
）。
真
紹
が
付
属
に
あ
た
り
資

財
帳
を
作
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
付
属
状
に
「
堂
舎
幷
資
財
等
員
、
在
二
別
巻
一
」
と
あ
る
こ

と
よ
り
知
ら
れ
る
。
川
尻
氏
註
2
論
文
参
照
。

（
11
）　

貞
観
十
一
年
五
月
二
十
七
日
太
政
官
符
、
お
よ
び
同
官
符
所
引
真
紹
奏
状
（
い
ず
れ
も
註
6
参

看
）。
な
お
『
基
礎
資
料
集
成
』
の
「
伝
来
」「
年
表
」
が
、
定
額
寺
化
を
貞
観
十
一
年
六
月
（
十

三
日
）
と
表
記
す
る
の
は
、
治
部
省
符
の
日
付
に
引
か
れ
た
誤
り
。
治
部
省
符
は
、
定
額
寺
化
が

決
定
し
た
こ
と
を
河
内
国
に
通
達
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
り
、
定
額
寺
化
そ
の
も
の
は
、
勅
裁
が

行
わ
れ
太
政
官
符
が
作
成
さ
れ
た
段
階
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）　
「
資
財
帳
」
資
財
部
の
以
下
の
荘
園
の
記
述
に
よ
る
。
河
内
国
錦
部
郡
高
田
荘
・
同
国
石
川
郡

佐
備
荘
・
同
大
友
荘
・
同
新
開
荘
・
同
田
舎
荘
・
同
仲
村
荘
・
同
切
山
荘
・
同
東
坂
荘
、
紀
伊
国

伊
都
郡
近
河
内
荘
・
同
大
山
田
荘
。『
基
礎
資
料
集
成
』
の
「
年
表
」
に
は
「
新
開
荘
」
が
落
ち

て
い
る
。
な
お
、
紀
伊
国
那
賀
郡
秋
名
荘
も
こ
こ
に
加
わ
る
可
能
性
が
高
い
（
日
付
の
誤
写
）。

（
13
）　
「
資
財
帳
」
資
財
部
の
河
内
国
古
市
郡
古
市
荘
項
の
記
述
に
よ
る
。

（
14
）　
「
資
財
帳
」
資
財
部
の
但
馬
国
荘
項
の
記
述
に
よ
る
。

（
15
）　

元
慶
七
年
九
月
二
十
五
日
観
心
寺
座
主
定
置
状（
禅
林
寺
古
文
書
、川
尻
氏
註
2
論
文
に
翻
刻
）。

（
16
）　

以
下
、
三
つ
の
寺
格
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
竹
内
理
三
「
延
喜
式
に
於
け
る
寺
院
」（『
律
令
制

と
貴
族
政
権
』
Ⅱ
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
八
年
、
初
出
は
一
九
三
五
年
）、
中
井
真
孝
a
「
信

濃
国
と
定
額
寺
」、同
氏
b
「
国
分
寺
制
の
変
遷
」（
い
ず
れ
も
『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』

法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
六
年
、
一
九
八
二
年
）、
森
田
悌
「
信
濃
国

と
定
額
寺
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
地
方
』
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）、

荒
井
秀
規
「
奈
良
時
代
の
定
額
寺
制
度
に
つ
い
て
」（『
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』
七
、
一
九
八
六

年
）
等
に
よ
る
。

（
17
）　

以
上
、「
寺
田
」
と
輸
租
・
不
輸
租
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
「
荘
園
不
輸
性
の
根
源
」

（『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
Ⅰ
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
七
年
、
初
出
は
一
九
五
二
年
）、
坂
本

賞
三
『
荘
園
制
成
立
と
王
朝
国
家
』（
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
）
第
一
章
第
二
節
を
参
照
。
こ
れ

を
図
示
す
る
と
、
図
1
、
図
2
の
通
り
。

（
18
）　

森
田
氏
註
16
論
文
、
荒
井
氏
註
16
論
文
を
参
照
。

（
19
）　

竹
内
氏
註
17
論
文
、
坂
本
氏
註
17
論
文
を
参
照
。
図
示
す
れ
ば
、
図
3
の
通
り
。

（
20
）　

中
井
氏
註
16
ａ
論
文
を
参
照
。

（
21
）　

な
お
、
観
心
寺
が
こ
の
時
期
に
定
額
寺
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
前
年
に
真
紹
が
み
ず
か
ら
の
死

期
を
意
識
し
、
宗
叡
に
観
心
寺
を
付
属
し
た
こ
と
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
真
紹
は
こ
の
付

属
後
ま
も
な
く
、
将
来
に
わ
た
る
観
心
寺
の
経
営
安
定
を
願
っ
て
、
天
皇
に
定
額
寺
化
を
申
請
し

て
い
る
。
貞
観
十
年
正
月
二
十
三
日
権
少
僧
都
真
紹
付
属
状
、
貞
観
十
年
禅
林
寺
式
、
貞
観
十
一

年
五
月
二
十
七
日
太
政
官
符
所
引
真
紹
奏
状
（
い
ず
れ
も
註
6
参
照
）
を
併
せ
て
参
看
さ
れ
た
い
。

川
尻
氏
註
2
論
文
も
参
照
。
な
お
、
丸
山
士
郎
「
安
祥
寺
五
智
如
来
像
、
観
心
寺
仏
眼
仏
母
如
来

像
・
弥
勒
如
来
像
と
そ
の
周
辺
」（『
M
U
S
E
U
M
』
五
一
四
、
一
九
九
四
年
）
は
、
仏
眼
仏
母

如
来
像
と
弥
勒
如
来
像
の
造
像
の
た
め
に
定
額
寺
化
と
施
入
が
行
わ
れ
た
と
す
る
が
、
寺
院
制
度
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観
心
寺
如
意
輪
観
音
像　
再
考

15

一
五

（
25
）
天
長
元
年
六
月
十
六
日
太
政
官
符
（『
東
宝
記
』
第
七
僧
宝
上
、
四
人
長
者
始
、
続
々
群
書
類

従
本
一
三
一
頁
）、
天
長
五
年
四
月
十
三
日
故
贈
僧
正
勤
操
大
徳
影
讃
幷
序
（『
続
遍
照
発
揮
性
霊

集
補
闕
鈔
』
巻
十
）。
福
山
敏
男
「
初
期
天
台
真
言
寺
院
の
建
築
」（
同
氏
註
6
書
、
初
出
は
一
九

三
六
年
）、
牛
山
佳
幸
「
諸
寺
別
当
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
古
代
史
研
究
の
最
前
線
』
二
、
雄

山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）
も
参
照
。

（
26
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
、
定
額
寺
事
。
竹
内
氏
註
16
論
文
参
照
。

（
27
）　

そ
の
意
味
で
、「
造
作
ノ
事
」
以
外
の
事
由
を
も
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
延
暦
寺
、
東
大
寺
、
東

寺
な
ど
の
僧
別
当
・
俗
別
当
は
、
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
成
立
期
に
お
け
る
東
大
寺
僧
別
当
の

機
能
や
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
東
大
寺
別
当
の
成
立
」（
註
22
書
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）

を
参
照
。

（
28
）　
『
金
剛
峯
寺
雑
文
』
は
院
政
期
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。
高
野
山
明
王
院
蔵
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
写
。
こ
こ
で
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
謄
写
本
（
二
〇
一
五
�
一
九

一
）
に
よ
る
。
長
谷
寶
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
二
（
六
大
新
報
社
、
一
九
三
四
年
）
に
も

収
め
ら
れ
る
が
、
一
部
字
句
を
異
に
す
る
。
な
お
当
該
部
分
の
裏
書
は
、
前
後
の
記
述
か
ら
み
て
、

太
政
官
符
の
節
略
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
上
、『
金
剛
峯
寺
雑
文
』
の
検
討
に
際
し
て
は

藤
原
重
雄
氏
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。

（
29
）　

造
営
を
担
当
す
る
俗
別
当
に
限
ら
ず
、
当
時
一
般
に
国
司
が
管
内
の
私
寺
を
監
督
す
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
定
額
寺
へ
の
編
入
が
行
わ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
続

日
本
後
紀
』承
和
十
四
年
十
二
月
丙
辰
条
の
次
の
事
例
を
参
照（「
官
長
」は
国
守〔
国
司
の
長
官
〕、

図1
大寺・国分二寺・定額寺の領有する土地

図2
大寺・国分二寺・定額寺に開墾田不輸租を
認める太政官符・民部省符が下された場合

図3
存立を認証されるも管理・保護を受けない寺院の場合

史
に
関
す
る
基
本
的
理
解
と
い
う
点
で
看
過
で
き
な
い
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
田
中
氏
註
4

論
文
も
同
断
。

（
22
）　

以
下
、
俗
別
当
制
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
安
時
代
の
寺
院
と
俗
別
当
」（『
平
安
時
代
の
天
皇

と
官
僚
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
23
）　

承
和
五
年
九
月
実
恵
請
奏
（『
東
宝
記
』
草
稿
本
第
十
三
僧
宝
上
、東
寺
俗
別
当
初
例
）。
以
下
、

『
東
宝
記
』草
稿
本
は『
国
宝
東
宝
記
紙
背
文
書
影
印
』（
東
京
美
術
、一
九
八
六
年
）に
よ
る
。
続
々

群
書
類
従
本
で
は
一
三
七
頁
。

（
24
）　

弘
仁
二
年
十
一
月
九
日
太
政
官
符
（『
高
野
大
師
御
広
伝
』
上
巻
所
引
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る

（『
高
野
大
師
御
広
伝
』
は
、
長
谷
寶
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
一
〔
六
大
新
報
社
、
一
九
三
四

年
〕
に
所
収
）。

　
　

僧
空
海

　

右
、
検
二
案
内
一、
太
政
官
去
十
月
廿
七
日
下
二
彼
省
一
符
偁
、
件
僧
住
二
山
城
国
広

〔
高
〕雄

山
寺
一。

　

而
其
処
不
便
。
省
宜
二
承
知
、
令
一レ
住
二
同
国
乙
訓
寺
一
者
。
今
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
令
下
別
二

—

当

彼
寺
一、
永
預
中
修
造
事
上
者
。
省
宜
二
承
知
、
依
レ
宣
行
一レ
之
。（
下
略
）

な
お
、
佐
伯
有
清
「
空
海
と
乙
訓
寺
の
「
別
当
」」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
〇
、
一
九
九
八
年
）
は
、

右
史
料
中
の
「
別
当
」
が
職
名
で
は
な
く
動
詞
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
空
海
は
「
別
当
」
と
い

う
職
に
就
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
た
が
、
当
時
、「
別
当
ス
」「
検
校
ス
」「
…
…
ノ
事
ヲ
知

ル
（
知
二
…
…
事
一
）」
と
い
う
動
詞
は
、
そ
の
ま
ま
そ
の
職
を
表
す
名
詞
と
も
な
っ
た
。
さ
し
あ

た
り
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
の
公
式
令
補
注
58
ｂ
を
参
照
。
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そ
の
不
在
時
は
国
介
〔
国
司
の
次
官
〕
を
意
味
す
る
語
）。

　

勅
、
大
和
国
城
上
郡
長
谷
山
寺
・
高
市
郡
壺
坂
山
寺
、
元
来
霊
験
之
蘭
若
也
。
宜
下
付
二
所
由
一

　

編
為
二
定
額
一、
永
以
二
官
長
一
令
中
検
校
上。

（
30
）　

竹
内
理
三
「
御
願
寺
の
成
立
」（
註
16
書
、
初
出
は
一
九
三
五
年
）、
堀
裕
「
平
安
期
の
御
願
寺

と
天
皇
」（『
史
林
』
九
一
―
一
、二
〇
〇
八
年
）、
皿
井
舞
「
醍
醐
寺
薬
師
三
尊
像
と
平
安
前
期
の

造
寺
組
織
」
中
（『
美
術
研
究
』
三
九
三
、二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
31
）　

造
営
を
担
当
す
る
俗
別
当
が
、「
御
願
堂
」
の
完
成
し
た
後
、
あ
る
い
は
そ
の
完
成
間
近
に
な

っ
て
か
ら
設
置
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
、
そ
の
設
置
時
期
は
、「
御
願
堂
」
の
造
営
開
始

時
期
、
な
い
し
そ
の
造
営
が
本
格
化
し
た
時
期
を
指
し
示
し
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
。
な
お
付
言

す
れ
ば
、
金
剛
峯
寺
の
俗
別
当
の
場
合
、
定
額
寺
化
し
た
段
階
で
な
お
未
完
成
で
あ
っ
た
堂
舎
造

営
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
32
）　
『
大
阪
府
史
』
二
（
大
阪
府
、
一
九
九
〇
年
）
第
三
章
第
五
節
。

（
33
）　

あ
る
い
は
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
に
修
理
料
田
が
施
入
さ
れ
る
も
、「
資
財
帳
」
が
作
成
さ

れ
た
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
頃
に
は
「
御
願
堂
」
は
損
壊
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
「
資
財
帳
」
に

姿
を
み
せ
て
い
な
い
、
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
理
解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
太
皇

太
后
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
修
理
料
田
が
施
入
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
九
年
後
に
「
資
財
帳
」
に
掲
載

さ
れ
な
い
ほ
ど
大
破
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
う
し
た
損
壊
説
を
採
る
必
要
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

（
34
）	　

藤
井
恵
介
「
初
期
真
言
密
教
の
伽
藍
」（『
密
教
建
築
空
間
論
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九

八
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）、
伊
東
氏
註
4
論
文
を
参
照
。

（
35
）　

改
称
に
あ
た
っ
て
は
、
堂
の
性
格
に
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
註
41
を
参
照
。

な
お
、
十
世
紀
末
期
の
金
剛
峯
寺
壇
上
伽
藍
の
様
子
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る
「
高
野
山
四
至
結

界
図
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
金
剛
峯
寺
の
講
堂
も
「
御
願
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
天
皇

な
ど
の
御
願
に
よ
る
修
造
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
高
野
山
四
至
結
界
図
」
に
つ
い
て

は
、
藤
井
恵
介
「
高
野
山
金
堂
の
成
立
と
両
界
曼
荼
羅
を
安
置
す
る
中
世
本
堂
」（
同
氏
註
34
書
、

初
出
は
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
36
）　

講
堂
に
安
置
さ
れ
る
ほ
か
の
諸
像
は
、
他
の
願
主
名
が
明
記
さ
れ
る
か
、
中
尊
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
尊
格
で
あ
る
。

（
37
）　

久
野
健
「
平
安
初
期
の
菩
薩
像
」（『
平
安
初
期
彫
刻
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
四
年
、

観
心
寺
に
関
す
る
箇
所
の
初
出
は
一
九
七
三
年
）。

（
38
）　

西
川
氏
註
３
b
論
考
、
同
氏
註
1
論
文
。

（
39
）　

西
川
氏
註
３
b
論
考
。

（
40
）　

特
に
金
泥
瓶
と
唐
白
瓷
湯
埦
は
、「
資
財
帳
」
作
成
直
後
に
座
主
と
な
る
恵
淑
に
よ
る
奉
納
と

の
注
記
が
あ
り
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
が
何
ら
か
の
意
味
で
特
別
な
尊
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
な
お
恵
淑
は
こ
の
ほ
か
、「
資
財
帳
」
作
成
直
前
に
、
灯
料
と
し
て
「
但
馬
国
荘
」
も

奉
納
し
て
い
る
。「
資
財
帳
」
資
財
部
を
参
看
。

（
41
）　

な
お
「
資
財
帳
」
を
み
る
と
、
講
堂
諸
像
の
記
載
順
は
「
金
色
仏
眼
仏
母
如
来
像
」「
金
色
弥

勒
如
来
像
」「
檀
色
薬
師
如
来
像
」「
綵
色
如
意
輪
菩
薩
像
」
等
と
な
っ
て
お
り
、
冒
頭
に
「
金
色

仏
眼
仏
母
如
来
像
」
が
置
か
れ
、
本
像
は
四
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
資
財
帳
」
で
は
諸
像
の
記
載
に
際
し
、
ま
ず
は
絵
画
と
彫
刻
と
に
分
類
し
、
そ
れ
か
ら
仏
・
菩
薩
・

天
部
の
序
列
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
き
た
（
西
川
氏
註
３
ａ
・
ｂ
論

考
。
伊
東
氏
註
４
論
文
は
仏
・
菩
薩
・
明
王
の
順
と
す
る
）。

　

　

し
か
し
、
如
法
堂
と
講
堂
と
で
は
絵
画
と
彫
刻
の
順
番
が
逆
転
し
て
お
り
、
さ
ら
に
講
堂
安
置

諸
像
に
お
い
て
は
実
は
右
述
の
よ
う
な
原
則
が
貫
か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
整
合
的
に
理
解
し
に
く

い
点
が
複
数
残
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
元
慶
七
年
作
成
の
「
資
財
帳
」
に
捺
さ
れ
た
印
文
が
「
観

」

で
あ
っ
て
、
仏
眼
仏
母
如
来
の
種
子
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ほ
か
な
ら
ぬ
元
慶
七
年
当
時
の

座
主
宗
叡
自
身
が
「
仏
眼
曼
荼
羅
」
や
「
理
趣
経
十
八
会
曼
荼
羅
」（
こ
れ
に
も
「
仏
眼
曼
荼
羅
」

を
含
む
）を
将
来
し
た
僧
で
あ
っ
た
こ
と
、の
二
点
を
考
え
併
せ
る
と
、あ
る
い
は
宗
叡
の
代
に
は
、

仏
眼
仏
母
如
来
像
が
講
堂
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
尊
格
に
な
る
な
ど
、
堂
の
あ
り
よ
う

に
変
化
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
、
同
志
社
大

学
学
生
小
林
和
華
子
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。「
御
願
堂
」
が
「
講
堂
」
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
い
は
こ
れ
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
宗
叡
が
「
仏
眼
曼
荼
羅
」「
理
趣
経
十
八

会
曼
荼
羅
」
を
将
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、有
賀
祥
隆
「
密
教
絵
画
」（『
日
本
美
術
全
集
』
六
、

学
習
研
究
社
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
宗
叡
将
来
か
と
目
さ
れ
て
い
る
「
理
趣
経
十
八
会

曼
荼
羅
」
の
写
し
（
醍
醐
寺
蔵
、
安
貞
二
年
〔
一
二
二
八
〕
写
）
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像

五
に
所
収
。

（
42
）　

西
本
昌
弘
「
嵯
峨
天
皇
の
灌
頂
と
空
海
」（『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
五
六
―
三
、二
〇
〇
七
年
）

参
照
。

（
43
）　

承
和
三
年
五
月
五
日
実
恵
等
書
状（『
弘
法
大
師
御
伝
』下
巻
所
引
）。本
状
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

外
護
大
檀
主
、
今
上
陛
下
、
北
面
后
宮
、
及
大
納
言
二
品
藤
原
朝
臣
、
右
大
弁
四
品
和
気
朝
臣
。

こ
こ
に
み
え
る
「
北
面
后
宮
」
が
嘉
智
子
太
皇
太
后
で
あ
る
。『
弘
法
大
師
御
伝
』
は
、
長
谷
氏

註
24
書
に
所
収
。

（
44
）　

紺
野
氏
註
4
論
文
、
西
本
氏
註
42
論
文
参
照
。

（
45
）　

承
和
七
年
十
二
月
五
日
太
政
官
符
（『
東
宝
記
』
草
稿
本
第
十
三
僧
宝
上
、凡
僧
別
当
初
例
、続
々

群
書
類
従
本
で
は
一
三
六
頁
）。
な
お
、
こ
の
と
き
真
紹
の
上
役
と
な
る
「
東
寺
別
当
」
の
任
に

あ
っ
た
の
は
実
恵
で
あ
っ
た
。『
東
寺
長
者
補
任
』少
僧
都
実
恵
項
を
参
看
。『
東
寺
長
者
補
任
』は
、
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和
多
昭
夫
「
寛
信
撰
東
寺
長
者
次
第
」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
二
、一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。

（
46
）　

小
山
田
氏
「
真
済
に
つ
い
て
」（『
立
正
史
学
』
四
二
、一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
47
）	　

内
供
奉
十
禅
師
に
つ
い
て
は
、
小
山
田
和
夫
「
内
供
奉
十
禅
師
考
」（『
立
正
史
学
』
五
一
、
一

九
八
二
年
）、本
郷
真
紹「
内
供
奉
十
禅
師
の
成
立
と
天
台
宗
」（『
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
』法
蔵
館
、

二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）、
堀
裕
「「
化
他
」
の
時
代
」（
角
田
文
衛
監
修
・
財
団
法

人
古
代
学
協
会
編
『
仁
明
朝
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
48
）　

小
山
田
和
夫
「
禅
林
寺
創
建
と
真
紹
」（『
古
代
文
化
』
三
四
―
八
、一
九
八
二
年
）
参
照
。
小

山
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
真
紹
・
実
恵
・
仁
明
天
皇
の
関
係
、
お
よ
び
当
時
の
僧
職
補
任

の
あ
り
方
一
般
な
ど
か
ら
み
て
、
真
紹
の
内
供
奉
十
禅
師
補
任
は
実
恵
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
49
）　
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
三
年
三
月
癸
卯
条
の
崩
伝
に
は
、
仁
明
天
皇
が
侍
臣
に
語
っ
た
言
葉
と

し
て
、
彼
の
幼
少
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
の
病
歴
が
縷
々
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　

な
お
内
供
奉
十
禅
師
に
よ
る
玉
体
護
持
は
、内
裏
の
内
奥
で
の
行
い
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

国
史
に
明
瞭
な
記
事
と
し
て
は
現
れ
に
く
い
。

（
51
）　

真
紹
へ
の
伝
法
職
位
授
与
に
つ
い
て
も
、
早
く
小
山
田
氏
註
48
論
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
若
干
理
解
を
異
に
す
る
点
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
史
料
を
挙
げ
て
紹
介
し
て

お
く
。

（
52
）　

承
和
十
年
十
一
月
十
六
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
修
法
灌
頂
事
）。

（
53
）　

承
和
十
年
十
一
月
二
十
七
日
奏
状
（『
東
宝
記
』
草
稿
本
第
十
一
法
宝
上
、
東
寺
伝
法
灌
頂
始
、

続
々
群
書
類
従
本
で
は
七
三
頁
）。

（
54
）　

承
和
十
年
十
二
月
九
日
太
政
官
牒
（『
東
宝
記
』
草
稿
本
第
十
一
法
宝
上
、
東
寺
伝
法
灌
頂
始
、

続
々
群
書
類
従
本
で
は
七
三
―
七
四
頁
）。

（
55
）
承
和
十
年
十
二
月
十
三
日
東
寺
授
職
位
灌
頂
私
記
（『
小
野
僧
正
仁
海
記
』
逸
文
〔『
東
宝
記
』

草
稿
本
第
十
一
法
宝
上
、東
寺
伝
法
灌
頂
始
、続
々
群
書
類
従
本
で
は
七
四
―
七
五
頁
〕
に
所
引
）。

（
56
）　

な
お
、
内
供
奉
十
禅
師
へ
の
補
任
と
、
真
紹
に
「
伝
法
職
位
」
を
授
与
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と

の
先
後
関
係
は
、
史
料
上
不
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
内

供
奉
十
禅
師
と
し
て
、
他
宗
の
僧
と
と
も
に
天
皇
に
供
奉
す
る
よ
う
に
な
る
の
に
と
も
な
い
、
真

言
宗
の
師
範
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
伝
法
職
位
」
が
必
要
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
57
）　

観
心
寺
俗
別
当
の
創
設
を
伝
え
る
太
政
官
符
の
文
章
に
は「
奉
勅
」の
文
字
が
み
え
な
い
が（
四

―
五
頁
参
看
）、
一
般
的
に
俗
別
当
の
設
置
は
奉
勅
レ
ベ
ル
の
案
件
で
あ
り
、
観
心
寺
の
場
合
も

仁
明
天
皇
の
勅
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
奉
勅
」
の
文
字
が
な
い
の
は
、
あ
る
い
は

こ
の
太
政
官
符
の
文
章
が
節
略
文
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
か
。

（
58
）　

橋
本
義
則
「
史
料
か
ら
見
た
嵯
峨
院
と
大
覚
寺
」（『
史
跡
大
覚
寺
御
所
跡
発
掘
調
査
報
告
』
舊

嵯
峨
御
所
大
覚
寺
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
59
）　

古
瀬
奈
津
子
「「
国
忌
」
の
行
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）。

（
60
）　

以
下
、
淳
和
・
嵯
峨
両
上
皇
の
遺
詔
と
そ
こ
に
み
ら
れ
る
追
善
供
養
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

大
江
篤
「『
新
儀
式
』
の
御
願
寺
」（『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出

は
一
九
八
六
年
）、三
橋
正
「
臨
終
出
家
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）、
藤
原
克
己
「『
続
日
本
後
紀
』
の

嵯
峨
遺
詔
」（
池
田
温
編『
日
本
古
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六
年
）、

山
下
克
明
「
陰
陽
道
の
成
立
と
儒
教
的
理
念
の
衰
退
」（『
古
代
文
化
』
五
九
―
二
、二
〇
〇
七
年
）

を
参
照
。

（
61
）　

以
上
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
五
月
辛
巳
、
戊
子
、
丁
酉
各
条
等
を
参
看
。

（
62
）　

以
上
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
丁
未
、
九
月
乙
未
、
同
十
年
七
月
辛
丑
、
同
十
四
年

七
月
戊
寅
、
嘉
祥
元
年
七
月
壬
申
各
条
を
参
看
。

（
63
）　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
壬
午
条
を
参
看
。
な
お
、
現
在
、
京
都
市
右
京
区
嵯

峨
鳥
居
本
深
谷
町
に
嘉
智
子
の
山
陵
と
さ
れ
る
「
嵯
峨
陵
」
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
近
代
に
は

い
っ
て
か
ら
見
出
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
野
竹
次
郎
編
『
山
陵
』
新
訂
版
（
名
著

出
版
、
一
九
八
九
年
、
初
版
は
一
九
二
五
年
）
参
照
。

（
64
）　

観
心
寺
が
平
安
時
代
の
南
海
道
（
東
高
野
街
道
）
沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
よ
り
、
同
寺
は
平
安

京
か
ら
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
む
か
う
経
路
上
に
あ
っ
た
、
と
す
る
説
が
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
行
わ

れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
高
野
山
を
給
わ
っ
た
嵯
峨
上
皇
と
観
心
寺
と
を
結

び
つ
け
る
理
解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
平
安
前
期
の
僧
が
平
安
京
か
ら
高

野
山
に
む
か
う
際
の
経
路
は
、
飛
鳥
ま
で
ま
っ
す
ぐ
南
下
す
る
旧
南
海
道
（
巨
勢
路
）
を
用
い
る

も
の
で
あ
っ
た
（
和
多
昭
夫
「
平
安
時
代
の
高
野
山
参
詣
記
に
つ
い
て
」〔『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

一
五
―
二
、一
九
六
七
年
〕）。
す
な
わ
ち
観
心
寺
の
位
置
は
、
そ
う
し
た
経
路
か
ら
み
て
生
駒
・

金
剛
山
地
の
ま
っ
た
く
の
裏
側
に
あ
た
る
の
で
あ
り
、
位
置
関
係
か
ら
嵯
峨
と
観
心
寺
と
を
結
び

つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
65
）　

西
野
悠
紀
子
「
九
世
紀
の
天
皇
と
母
后
」（『
古
代
史
研
究
』
一
六
、一
九
九
九
年
）。
以
下
、
仁

明
天
皇
と
嘉
智
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
西
野
氏
の
論
考
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
66
）　

佐
藤
信
「
摂
関
制
成
立
期
の
王
権
」（『
古
代
の
遺
跡
と
文
字
資
料
』
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
九

年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）、
栗
林
茂
「
皇
后
受
賀
儀
礼
の
成
立
と
展
開
」（『
延
喜
式
研
究
』
八
、

一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
67
）　
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
十
月
癸
卯
条
。
七
大
寺
は
、
竹
内
理
三
氏
に
よ
っ
て
、
東
大
寺
・

興
福
寺
・
元
興
寺
・
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
西
大
寺
・
法
隆
寺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
同
氏
註
16
論
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文
）。
国
家
に
と
っ
て
も
っ
と
も
正
統
的
な
寺
院
で
の
誦
経
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
68
）　
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
三
年
三
月
己
亥
条
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
辛
巳
条
。

（
69
）　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
壬
午
条
。『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
三
年
二
月
戊
辰
条
も

参
看
。
実
際
は
仁
明
天
皇
が
崩
御
し
た
二
日
後
に
、
嘉
智
子
自
身
、
病
を
え
て
出
家
し
た
ら
し
い
。

『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
三
年
三
月
辛
丑
条
参
看
。

（
70
）　

嘉
智
子
は
、
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
後
は
、
内
裏
に
ほ
ど
近
い
冷
然
院
に
居
住
し
て
い
た
。
西
野
氏

註
65
論
文
参
照
。

（
71
）　

延
喜
五
年
九
月
二
十
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
事
）。

（
72
）　

足
立
康
「
東
寺
講
堂
と
そ
の
真
言
仏
像
」（『
日
本
彫
刻
史
の
研
究
』
龍
吟
社
、
一
九
四
四
年
、

初
出
は
一
九
四
〇
年
）。

（
73
）　

も
し
こ
う
し
た
理
解
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
御
願
堂
」
造
営
の
開
始
は
、
真
紹
が
天

皇
の
身
体
を
護
持
せ
ん
が
た
め
内
裏
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
直
接
的
な
契
機
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
や
は
り
高
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
真
紹
が
内
供
奉
十
禅
師
に
任

じ
ら
れ
、
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
た
承
和
十
年
十
一
月
は
、「
御
願
堂
」
造
営
が
本
格
化
し
た
時
期

で
は
な
く
、
そ
の
建
立
が
発
願
さ
れ
、
造
営
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

な
お
付
言
す
る
。
仁
明
天
皇
が
崩
じ
た
際
、
そ
の
初
七
日
に
使
者
を
派
遣
し
て
功
徳
を
修
し
た

「
近
陵
七
ヶ
寺
」の
な
か
に「
檜
尾
寺
」が
あ
る（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』嘉
祥
三
年
三
月
乙
巳
条
）。

こ
の
檜
尾
寺
を
、
現
在
山
号
を
「
檜
尾
山
」
と
す
る
観
心
寺
に
あ
て
、
そ
こ
か
ら
仁
明
天
皇
と
観

心
寺
と
の
関
係
の
強
さ
を
想
定
し
、
ひ
い
て
は
嘉
智
子
の
「
御
願
堂
」
建
立
が
、
仁
明
の
病
気
と

そ
れ
に
続
く
崩
御
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
理
解
も
存
す
る
（
伊
東
氏
註
4
論

文
）。
こ
う
し
た
理
解
に
立
っ
た
場
合
、「
御
願
堂
」
建
立
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
頃
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
早
く
足
立
康
氏
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
福
山
敏
男
氏
が
詳
細
に
考
証
し
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
檜
尾
寺
」
は
深
草
の
法
禅
寺
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
理
解
は
あ
た

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
足
立
氏
「
観
心
寺
本
尊
と
観
心
寺
縁
起
実
録
帳
」
の
補
考
（
同
氏
註
72
書
、

初
出
は
一
九
四
〇
年
）、
福
山
氏
註
6
論
文
参
照
。

〔
附
記
〕

本
論
の
内
容
は
、
日
本
史
学
・
美
術
史
学
合
同
の
小
さ
な
研
究
会
で
は
じ
め
て
公
に
し
（
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
一
六
日
、
於
東
京
文
化
財
研
究
所
）、
そ
の
後
、
京
都
の
日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
と
東
京

文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
研
究
会
で
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
（
京
都　
二
〇

一
三
年
九
月
二
二
日
、
東
京　
同
年
一
二
月
六
日
）。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
助
言
ご
教

示
を
た
ま
わ
っ
た
。
と
り
わ
け
東
文
研
で
の
報
告
時
に
は
、
水
野
敬
三
郎
先
生
よ
り
懇
切
な
る
ご
指
導

を
た
ま
わ
っ
た
。
水
野
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

る
。
な
お
京
都
で
の
報
告
後
、井
上
一
稔
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
坐
像
追
考
」（『
文
化
学
年
報
』
六
三
、

二
〇
一
四
年
三
月
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

挿
図
は
、『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
、
重
要
作
品
篇
三
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
七
七
年
）
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（

さ
と
う
ま
さ
と
し
・
信
州
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　

図　

版　

要　

項

一　

如
意
輪
観
音
像
（
原
色
刷
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大
阪　

観
心
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木
造
彩
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像
高
一
〇
九
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四
㎝

　
　
　
佐
藤
全
敏
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像　
再
考
」
参
照
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